
フランス法とセクト(小泉)

l

フ
ラ
ン
ス
法
と
セ
ク
ト

公
法
を
中
心
と
し
て
|

泉

洋

一

(
甲
南
大
学

は
じ
め
に

l

「
サ
イ
エ
ン
ト
ロ
ジ 

が
セ
ク
ト
(
田
恒
三
由
)

で
あ
る
か
宗
教
で
あ
る
か
を
問
う
の
は
無
益
で
あ
る
。
:
:
:
サ
イ
エ
ン
ト
ロ
ジ 

は

宗
教
の
地
位
を
要
求
し
得
る
」
(
リ
ヨ
ン
控
訴
院
一
九
九
七
年
七
月
二
八
日
判
決
)
。
こ
の
判
示
は
わ
が
国
で
は
当
然
と
思
わ
れ
る
こ
と

で
あ
る
が
、
実
は
判
決
の
こ
の
箇
所
は
フ
ラ
ン
ス
で
は
一
般
に
批
判
さ
れ
た
。
こ
の
事
実
は
、

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
宗
教
と
セ
ク
ト
が

明
確
に
分
か
れ
、
し
か
も
サ
イ
エ
ン
ト
ロ
ジ 

は
セ
ク
ト
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
が
強
い
こ
と
を
物
語
る
。
た
だ
し
、
こ
の
こ


と
は
セ
ク
ト
が
一
般
的
に
宗
教
的
自
由
を
保
障
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
決
し
て
な
い
。
最
高
行
政
裁
判
所
で
あ
る
コ
ン
セ
イ
ユ
・


デ
タ
の
ク
リ
シ
ユ
ナ
判
決
(
一
九
八
二
年
五
月
一
四
日
)
は
、
セ
ク
ト
も
宗
教
的
自
由
を
享
受
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
う
し


た
な
か
で
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
セ
ク
ト
に
関
す
る
衝
撃
的
事
件
を
背
景
に
し
て
、
議
会
と
行
政
機
関
に
よ
る
セ
ク
ト
問
題
へ
の
対
策


が
近
年
大
き
く
進
展
し
て
い
る
。
今
日
は
、
そ
の
対
策
の
現
状
を
中
心
に
セ
ク
ト
現
象
と
法
に
関
す
る
問
題
状
況
を
紹
介
し
た
い
。


こ
こ
で
い
う
「
セ
ク
ト
」
の
意
味
は
、
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
と
り
あ
え
ず
わ
が
国
の
カ
ル
ト
と
同
じ
も
の
と
理
解
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
よ
い
。
報
告
に
あ
た
り
一
点
お
断
り
し
た
い
。
セ
ク
ト
問
題
は
今
日
さ
ま
ざ
ま
な
法
領
域
に
関
わ
る
と
と
も
に
、
今
日
ヨ
|
ロ
ツ

パ
人
権
条
約
に
関
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
の
判
例
に
か
な
り
影
響
を
受
け
て
い
る
が
、
本
報
告
で
は
と
く
に
主
と
し
て
フ
ラ
ン

l
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ス
閣
内
の
公
法
に
属
す
る
こ
と
に
限
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
ず
、
セ
ク
ト
問
題
に
対
し
公
訴
機
関
が
い
か
に
対
思
し
て
き
た
か
を
概
観
し
、
次
に
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
な
が
ら
セ
ク
ト
に
関
す
る

い
く
つ
か
の
最
近
の
問
題
に
触
れ
た
い
。

セ
ク
ト
問
題
へ
の
議
会
・
行
政
機
関
の
対
芯

公
的
報
告
書

U
U
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ン

セ
ク
ト
に
閲
す
る
公
的
報
告
欝
は
、

、
こ
れ
ま
で
主
要
な
報
告
書
は
以
下
の

、
社
会
党
の
代
議
士
〈
主
持
〉
ア
ラ
ン
・
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ン

(と
 

3
3
〈
討
な
と
が
、
総
理
大
垣
の
求
め
に
患
と
て

月
に
総
理
大
臣
に
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
フ
ラ
ン
ス
お
け
る
セ
ク
ト
|
|
精
神
的
自
由
の
表
現
か
、

マ
イ
ン
ド
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
の
要
因
か
|
|
」
と
題
し
た
こ
の
報
告
書
は
、

一
九
八
五
年
に
公
刊
さ
れ
た
。
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ン
報
告
書
は
、
フ
ラ
ン
ス
に

お
け
る
セ
ク
ト
の
現
状
、
と
り
わ
け
主
要
な
九
セ
ク
ト
の
話
動
、
セ
ク
ト
に
対
応
す
る
現
行
法
、
さ
ら
に
諸
外
国
に
状
況
を
分
析
し
て
、

セ
ク
ト
現
象
に
対
応
す
る
た
め
の
九
つ
の
提
案
を
ま
と
め
た
。
主
要
な
提
案
と
し
て
は
、
セ
ク
ト
問
題
全
般
を
扱
う
関
係
者
庁
委
員
会

の
設
立
、
セ
ク
ト
に
関
す
る
広
報
活
動
、
セ
ク
ト
問
問
題
に
取
り
組
む
思
体
の
再
編
・
国
際
化
、
セ
ク
ト
信
者
の
家
族
を
援
助
す
る
組
織

の
設
童
、
お
よ
び
子
ど
も
の
権
利
の
保
障
(
と
く
に
セ
ク
ト
の
罷
設
し
た
学
校
の
期
間
鎖
)
が
あ
る
。
同
報
告
書
は
セ
ク
ト
の
危
換
性
へ

の
在
意
を
喚
起
し
た
が
、
セ
ク
ト
に
関
す
る
広
報
活
動
を
除
き
、
そ
の
提
案
の
実
施
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

つ
で
あ
る
。

輪、ω
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l l
m
w
H

l

B
B
E
2

l

間
ギ
ユ
イ
ヤ 

ル
報
告
書

こ
れ
は
、

フ
ラ
ン
ス
の
下
院
で
あ
る
国
民
議
会
に
一
九
九
五
年
七
月
に
設
置
さ
れ
た
「
セ
ク
ト
調
査
委
員
会
」
(
委
員
長
は
フ
ラ
ン

5
F
R

。

ス
民
主
連
合
(
ロ
ロ
司
)
の
ア
ラ
ン
・
ジ
ェ
ス
ト 

仲
)
、
委
員
会
報
告
者
は
社
会
党
の
ジ
ヤ
ツ
ク
・
ギ
ユ
イ
ヤ 

ル

(
弘
中 

2
5印
。
ミ 

仏
)
)
が
、
同
年
一
一
一
月
に
国
民
議
会
に
提
出
し
た
報
告
書
で
あ
る
。
そ
の
タ
イ
ト
ル
は
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
セ
ク
ト
」

で
あ
る
。
ギ
ユ
イ
ヤ 

ル
報
告
書
も
一
九
九
六
年
一
月
に
公
刊
さ
れ
た
。
同
報
告
書
は
、

一
七
一
一
の
セ
ク
ト
団
体
の
リ
ス
ト
を
含
む
詳

細
な
調
査
に
基
づ
き
、
か
つ
ヴ
イ
ヴ
イ
ア
ン
報
告
書
と
比
較
し
な
が
ら
、

セ
ク
ト
を
分
析
し
、

セ
ク
ト
に
対
抗
す
る
現
行
法
を
調
べ
た

(
E
9
5

う
え
で
、
セ
ク
ト
現
象
へ
の
い
く
つ
か
の
対
応
措
置
を
提
言
し
た
。

そ
の
主
要
な
提
言
は
大
き
く
次
の
五
点
に
わ
た
る
。
第
一
は
セ
ク
ト
の
調
査
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
と
く
に
セ
ク
ト
に
関
す
る

g

関
係
省
庁
監
視
機
関
の
設
置
が
提
案
さ
れ
た
。
第
二
は
セ
ク
ト
に
関
す
る
情
報
提
供
で
あ
り
、
こ
れ
は
学
校
に
よ
り
青
年
に
セ
ク
ト
に

関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
、
お
よ
び
セ
ク
ト
問
題
に
対
応
す
る
公
務
員
の
研
修
を
行
う
こ
と
な
ど
、
が
そ
れ
で
あ
る
。
第
三
は
現

行
法
の
厳
格
な
適
用
で
あ
り
、
こ
れ
は
具
体
的
に
は
、
セ
ク
ト
被
害
者
か
ら
の
告
訴
を
注
意
し
て
扱
う
こ
と
、
危
険
な
セ
ク
ト
団
体
へ

の
行
政
機
関
に
よ
る
厳
重
な
監
督
お
よ
び
問
題
と
な
る
組
織
の
解
散
等
を
含
む
。
第
四
は
、
法
的
措
置
の
整
備
で
あ
り
、
セ
ク
ト
被
害

l

者
保
護
団
体
が
訴
訟
当
事
者
と
な
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
こ
と
(
刑
事
私
訴
権
)
、
お
よ
び
第
三
節
で
述
べ
る
「
宗
教
高
等
評
議
会
」


を
設
置
す
る
こ
と
等
の
提
案
で
あ
る
。
第
五
は
セ
ク
ト
の
元
信
者
へ
の
援
助
で
あ
る
。


同
ブ
ラ 

ル
報
告
書

」
れ
は
、

一
九
九
八
年
一
二
月
に
国
民
議
会
に
設
置
さ
れ
た
「
セ
ク
ト
の
財
政
、
資
産
、
税
務
状
況
な
ら
び
に
セ
ク
ト
の
経
済
活
動

お
よ
び
経
済
金
融
界
と
の
関
係
に
関
す
る
調
査
委
員
会
」
(
委
員
長
は
ギ
ユ
イ
ヤ 

ル
、
委
員
会
報
告
者
は
共
産
党
の
ジ
ヤ
ン
・
ピ
エ

ル
・
プ
ラ 

ル
(
な 

・ 

仏
)
)
が
一
九
九
九
年
六
月
に
国
民
議
会
に
提
出
し
た
詳
細
な
報
告
書
で
あ
り
、
同
月
に
公
刊
さ

l

l
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2
れ
た
。
こ
の
報
告
書
が
扱
っ
た
の
は
、

し
て
海
外
と
鰻
済
的
関
係
を
有
す
る
セ
ク
ト
の
経
済
活
動
で
あ
る
。
持
報
告
書
は
、
税
制
・

財
政
上
の
優
遇
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
セ
ク
ト
が
、

政
党
お
よ
び
人
道
主
義
的
装
い
を
も
っ 

な
ど
の
形
で

B

い
る
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
の
ち
、
セ
ク
ト
が
企
業
、
職
能
研
修 

2
2
5己
3
2
℃
司 

教
育
、
臨
療
等
の
鎮
域
で
有
す
る
大
き
な
経
済
的
都
響
力
お
よ
び
セ
ク
ト
の
大
き
な
財
政
力
を
解
暁
し
、

さ
ら
に
セ
ク
ト
の
労

働
-
社
会
保
障
法
違
反
、
経
済
詑
罪
お
よ
び
間
際
規
模
で
の
税
の
不
正
仔
為
を
、
豊
富
な
実
例
と
統
計
を
用
い
て
分
析
し
た
。

そ
れ
と
と
も
に
間
報
告
書
は
、
セ
ク
ト
の
脱
法
行
為
へ
の
対
抗
措
回
復
と
し
て
合
計
三 

件
の
提
案
を
記
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
患
者

援
助
団
体
の
承
認
手
続
き
の
整
備
、
職
業
研
修
団
体
へ
の
規
制
、
後
述
す
る
セ
ク
ト
対
策
関
係
省
庁
本
部
付
属
機
関
を
谷
保
で
投
機
す

る
こ
と
等
の
ほ
か
に
、

マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
罪
を
設
け
る
こ
と
の
お
一
吾
の
検
討
も
含
み
、

措
鷲
を
セ
ク
ト
対
策
関
係
省
庁
本
部
に
準
備
さ
せ
る
と
い
う
従
業
も
付
け
加
わ
っ
た
。
な
お
、

の
セ
ク

ト
に
つ
い
て
そ
の
自
体
毎
の
財
政
状
況
に
関
す
る
資
料
が
付
怒
れ
た
。

セ
ク
ト
が
関
わ
る
詫
採
の
捜
資


こ
れ
を
示
す
の
は
、
「
セ
ク
ト
牲
を
有
す
る
団
体
の
枠
内
で
犯
さ
れ
る
身
体
お
よ
び
財
産
侵
害
へ
の
対
抗
措
置
に
関
す
る
」
次
の
二


O

つ
の
司
法
大
臣
通
達
で
あ
る
。


川
山
…
九
九
六
年
二
月
二
九 

の
通
達


こ
の
通
達
は
、
ギ
ユ
イ
ヤ
ー
ル
報
告
書
の
要
点
を
含
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
議
遣
に
お
い
て
、

、
ギ
ユ
イ
ヤ 

報


告
書
に
基
づ
き
、

セ
ク
ト
現
象
の
特
徴
お
よ
び
セ
ク
ト
に
対
抗
す
る
現
行
の


し
て
次
の
一
一
点
令
指
示
し
た
。 

mwセ
ク
ト

N
G
O

申
]


、
有
附
加
な
あ
ら
ゆ

G
r
a
g
E

i
t
H

-168 




フランス淡とセクト(小泉)

3 (2) 

C
2
5
3
)
|
1

る
措
置
を
と
る
こ
と
、
舎
労
働
監
督
や
税
務
の
専
問
機
欄
で
発
見
さ
れ
る
セ
ク
ト
の
犯
罪
に
つ
き
格
裂
に
注
意
し
て
起
訴
の
可
能
性
が

な
い
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
こ
と
、
が
そ
れ
で
あ
る
。

九
九
八
年
二
一
月

騒
の
通
達

司
法
大
歪
は
、
こ
の
通
速
に
お
い
て
、
請
通
議
以
降
の
司
法
省
の
々
ク
ト
問
題
へ
の
取
り
組
み
を
総
括
し
(
例
え
ば
、

一
九
九
八
年

一
日
現
在
で
、
セ
ク
ト
が
関
わ
る
七
三
件
の
予
審
前
捜
査
、
入
。
件
の
予
審
、

七
件
の
起
一
誌
が
あ
る
と
さ
れ
た
て
そ
の
な
か

で
明
ら
か
に
な
っ
た
問
問
題
点
や
不
十
分
な
点
を
分
析
し
て
、
次
の
一
一
一
点
の
検
討
を
指
示
し
た
。
①
セ
ク
ト
の
被
害
者
に
よ

訴
が
依
然
と
し
て
僅
少
で
あ
る
こ
と
に
対
応
す
る
た
め
、
司
法
機
関
が
民
間
反
々
ク
ト
盟
体
、
と
く
に
「
家
族
と
億
人
を
守
る
会
全
国

同
盟
」
〈 

フ
ラ
ン
ス
で
最
も
代
表
的
な
呉
関
長
セ
ク
ト
出
体
ー
ー
と
の
間
で
情
報
を
交
換
し
あ
う
こ
と
、
器
地
方
に

o
g
2
4
E
2
5
3

お
け
る
セ
ク
ト
事
件
の
取
り
扱
い
の
連
携
を
行
う
た
め
、
検
事
局
〈
わ
が
懸
の
高
等
検
察
庁
に
特
当
)
に
一
名
の
セ
ク
ト
通
信
員
を
経

命
す
る
こ
と
、 

φ
セ
ク
ト
縄
問
題
に
取
り
組
む
す
べ
て
の
公
的
部
門
と
検
察
官
と
の
議
繋
会
識
を
制
串
異
化
す
る
こ
と
、
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
す
マ
に
実
施
さ
れ
、
そ
の
結
樹
木
、

一
九
九
九
年
ご
丹
現
荘
で
セ
ク
ト
の
刑
事
事
件
は
一
八

件
に
増
え
て
い
る
。 

セ
ク
ト
に
関
す
る
関
係
省
庁
機
関
の

∞
セ
ク
ト
に
関
す
る
関
係
省
庁
監
視
員

ギ
ユ
イ
ヤ
!
ル
報
告
舎
に
従
い
、
市
内
閣
が

九
九
六
年
の
セ
ク
ト
に
関
す
る
関
係
省
野
盤
機
員
設
置
令
に
恭
づ
き
総
理
大
臣
の

設
置
し
た
の
が
、

ク
ト
に
関
す
る
関
係
省
庁
監
視
員
」
〈 

仲
待
問
阿
佐
佐
志
江
主
的
同
吋
凶
器 

g
a
g
)
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
セ
ク
ト
現
象
の
分
析
、
お
よ
び
セ
ク
ト
対
策
の
整
備
に
関
す
る
総
理
大
鹿
へ
の
提
案
等
を
任
務
と
し
、
毎
年
一
関
総
理
大
器
に
報

告
舎
を
提
出
す
る
。
そ
の
構
成
義
は
、
総
理
大
臣
の
代
浬
人
お
よ
び
司
法
省
な
ど
関
係
一
一
省
庁
の
各
代
理
人
、
な
ら
び
に
議
会
議
員 
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j

を
含
む
数
名
の
セ
ク
ト
問
題
専
門
家
で
あ
る
。
こ
の
監
視
員
は
、
発
足
以
来
八
部
の
会
議
を
縄
急
、

九
九
七
年
二
一
月
に
は
年
次
報

告
舎
を
総
理
大
臣
に
提
出
し
た
。

関
係
省
庁
監
視
員
の

九
九
七
年
報
告
書
は
、
公
約
機
関
お
よ
び
畏
開
閉
体
に
よ
る
セ
ク
ト
対
策
の
涜
状
報
告
と
と
も
に
、
箆
問
反

セ
ク
ト
団
体
が
セ
ク
ト
に
対
す
る
訴
訟
の
当
事
者
と
な
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
セ
ク
ト
間
体
が
と
る
形
懇
で
あ
る
結
社
法
に
碁
づ
く

印
刷
お
非
営
利
社
団
の
管
理
を
改
替
す
る
た
め
結
社
法
を
改
正
す
る
こ
と
、
七
ク
ト
政
党
へ
の
政
党
関
康
助
成
金
の
交
付
を
開
ぐ
た
め
選

挙
法
を
改
正
す
る
こ
と
等
、
六
つ
の
穀
業
を
含
ん
だ
。
ま
た
、
こ
の
報
告
書
に
は
数
人
の
個
別
的
意
見
を
掲
げ
た
付
属
文
書
も
付
さ
れ
た
。

な
お
、
こ
の
報
告
書
は
一
九
九
八
年
に
公
刊
さ
れ
た
の

出
セ
ク
ト
対
策
関
係
省
庁
本
部

セ
ク
ト
に
関
す
る
関
係
省
庁
監
視
員
は
、

九
九
八
年
の
セ
ク
ト
対
策
関
係
省
庁
本
部
設
穀
令
よ
り
、
両
年

。
月
に
新
た
に
総
理

大
臣
の
下
に
設
饗
さ
れ
た
「
セ
ク
ト
対
策
関
係
省
庁
本
部
い
〈
広
広
明
日
喜
一
民
向

3
3
5
r
E
Z
皆
川
伊
川
出
口
∞ 

三 

窓
口
付
訟

)
に
改
組
さ
れ
た
。
こ
の
対
策
本
部
は
組
織
が
拡
充
さ
れ
、
機
限
も
強
化
さ
れ
、
そ
の
担
当
事
務
は
次
の
五
項
自
に
な
っ
た

(
セ
ク
ト
対
策
関
係
省
庁
本
部
設
護
人
命

条
)
。
①
セ
ク
ト
現
象
の
分
析
、
舎
の
秩
序
を
脅
か
す
セ
ク
ト
の
活
動
を
防
止
す
る
の
に
適
切

な
措
属
殺
を
講
ず
る
よ
う
に
合
的
機
関
に
促
す
こ
と
、
@
セ
ク
ト
へ
の
対
拭
方
法
に
関
す
る
公
務
員
の
研
修
等
へ
の
協
力
、
④
セ
ク
ト
の

危
険
性
に
つ
い
て
の
一
般
的
広
報
活
動
、
⑤
関
係
す
る
問
題
に
つ
い
て
の
関
際
的
な
検
討
作
業
へ
の
参
加
、
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
機

簡
は
本
部
長
、

事
務
局
長
の
も
と
に
賢
か
れ
た
事
務
局
二
九
九
九
年
五
月
待
点
で
四
名
の
専
慨
職
員
が
い
る
)
、
作
業

グ
ル 

プ
お
よ
び
方
針
決
定
義
農
会
(
作
業
グ
ル
ー
プ
、
方
針
決
定
委
員
会
と
も
、
主
宰
者
は
本
部
髭
)
か
ら
な
る
。
本
部
長
は
デ
ク

レ
に
よ
り
五
年
の
任
期
で
を
命
さ
れ
、
本
部
長
は
、
方
針
決
定
委
員
会
の
意
見
を
欝
い
て
、
毎
年
一
間
活
動
報
告
書
を
作
成
し
、
こ
れ

を
総
璃
大
胆
に
提
出
す
る
。
報
告
穫
は
会
表
さ
れ
る
(
問
題
条
)
。
同
年

月
大
統
領
令
に
よ
り
、
当
時
「
ロ
ジ
ェ
・
イ
コ 

ル 

nc

g
u
m

i

-170 




フランス後と々クト� (/J、泉)

4 

l
i
i

セ
ン
タ 

前
述
の 
C
Z〉
口
同
と
並
ぶ
フ
ラ
ン
ス
の
員
間
反
セ
ク
ト
冨
体 

会
長
で
あ
っ
た
一
充
代
議
土
ヴ
ィ
ヴ
イ
ア
ン
が
本

部
長
に
任
命
さ
れ
、
同
時
に
総
理
大
臣
の
決
定
に
よ
り
、
本
部
長
を
補
佐
す
る
一
名
の
事
務
局
長
、

一
九
名
の
方
針
決
定
委
員
、
お
よ

び
隣
係
省
庁
の
代
表
一
一
一
一
名
か
ら
な
る
作
業
グ
ル
ー
プ
の
構
成
員
も
任
命
さ
れ
た

セ
ク
ト
内
の
教
育
に
対
す
る
規
制

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
義
務
教
育
に
つ
い
て
も
、
親
は
学
校
で
は
な
く
家
庭
で
子
ど
も
を
教
育
す
る
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
従
来
そ
う
し

た
子
ど
も
の
教
育
へ
の
統
制
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
三
八
八
二
年
の
初
等
義
務
教
育
法
の
改
正
前

ム
ハ
条
)
。
ま
た
、

の
私
学
助
成
法
に
よ
り
国
家
と
契
約
を
結
ん
で
い
な
い
私
立
学
校
は
、
翻
康
助
成
を
受
け
な
い
か
わ
り
に
、
ぞ
の
受
け
る
公
的
規
制
に

っ
き
、
教
員
資
格
、
就
学
義
務
、
公
序
良
俗
の
遵
守
お
よ
び
公
衆
衛
生
等
に
限
ら
れ
た

そ
の
た
め
、

セ
ク
ト
独
自
の
教
育
に
は
熱
心
で
あ
る
が
、
義
務
教
育
と
し
て
は

、
セ
ク
ト
の

信
者
が
子
ど
も
を
通
わ
せ
た
り
、
ま
た
と
く
に
セ
ク
ト
の
賎
物
に

い
ま
ま
十
分
な
教
管

を
施
さ
な
い
こ
と
が
見
ら
れ
た
。

i
i
i

c

こ
う
し
た
事
態
に
対
山
め
す
る
た
め
、

九
九
八
年

月
に
紙
、
学
義
務
規
制
強
化
法
が
制
定
さ
れ
、
初
等
教
脊
法
お
よ
び
私
学
酪
成

訟
が
改
正
さ
れ
た
。
そ
の
立
法
理
劇
か
ら
分
か
る
よ
う
に
同
法
は
紫
本
的
に
ゼ
ク
ト
対
策
の

環
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
民
法
の
趣

皆
が
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア

び
々
ク
ト
に
関
寸
る
関
係
省
庁
監
視
機
関
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
示
さ
れ
る
。
持
法
の
骨
子

は
次
の

い
子
ど
も
の
受
け
る
家
路
教
育
へ
の
規
制
を
強
化
し
、
そ
の
教
育
が
法
律
の 

め
る
条
件
を

さ
な
い

、
殺
は
子
ど
も
を
公
立
ま
た
は
私
立
学
校
に
遣
る
よ
う
に
義
務
づ
け
ら
れ
る
(
就
学
義
務
窺
制
強
化
法
三
条
)
、

金
契
約
外
の
私
立
学
校
に
お
け
る
教
育
内
容
に
つ
い
て
も
規
制
を
設
け
、
と
く
に
私
立
学
校
の
教
育
内
容
が
不
十
分
で
あ
る
場
合
に
は
、

a
U
A

九
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田
内
様
で
あ
る
。

裁
は
子
ど
も
を
他
の
学
校
に
行
か
せ
る
よ
う
に
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
〈
間
四
条
)
、
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
選
反
に
対
し

て
は
前
則
規
定
が
あ
る

。
な
お
就
学
義
務
幾
税
強
北
法
の
実
施
の
た
め
、
こ
う
し
た
家
庭
等
で
教
育
を
受
け
る
?
?
ど
も
が

習
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
知
識
の
内
容
が
、

一
九
九
九
年
の
命
令
(
デ
ク
レ
〉
で
定
め
ら
た
。

セ
ク
ト
団
体
へ
の
優
遇
播
震
に
対
寸
る
厳
格
な
審
査
等

ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ン

の
詰
か
ら
、
行
政
実
務
は
、
後
述
の
諜
数
社
団
へ
の
遺
贈
等
の
無
憤
贈
与
に
対
す
る
認
可
申
請
の
欝
に
、

教
社
聞
を
セ
ク
ト
の
宗
教
社
聞
を
厳
格
に
審
査
し
て
き
た
が
、
こ
れ
も
合
的
機
鍔
の
セ
ク
ト
へ
の
対
応
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

セ
ク
ト
語
体
が
新
た
な
建
物
を
建
設
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
そ
れ
に
関
し
て
行
政
庁
は
都
市
計
一
路
法
違
度
等
を
厳
格
に
饗
資
す
る
の
も

セ
ク
ト
に
関
す
る
情
報
提
供
活
動
等

セ
ク
ト
へ
の
対
応
と
し
て
公
的
機
期
間
が
行
う
活
動
と
し
て
は
、
以
上
の
ほ
か
に
、
セ
ク
ト
へ
の
対
患
に
関
す
る
公
務
員
の
研
修
、
お

よ
び
と
く
に
青
年
に
対
す
る
々
ク
ト
の
抵
険
性
に
関
す
る
広
報
活
動
が
あ
る
。
前
者
の
例
と
し
て
、
前
述
の
一
九
九
八
年
の
司
法
大
豆

通
達
が
明
示
す
る
、
司
法
営
等
令
対
象
と
し
た
思
立
司
法
機
学
院
で
の
研
修
を
挙
げ
る
こ
と
が

後
者
の
具
体
的
な
活
動
は
、

青
年
ス
ポ
ー
ツ
省
が
始
め
た
庶
セ
ク
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ぞ
れ
は
、
民
間
氏
セ
ク
ト
盟
体
と
協
力
し
て
ボ
ス
タ
!

や
冊
子
を
作
成
し
、
学
校
等
で
青
年
に
箆
接
配
布
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
教
育
省
も
生
徒
へ
の
悲
報
啓
発
活
動
を
一
行
う
。

セ
ク
ト
の
定
義 
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定
義
の
試
み

フ
ラ
ン
ス
で
は
セ
ク
ト
と
い
う
設
は
法
律
に
は
な
い
。
だ
が
、
そ
の
語
が
侮
蔑
的
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
含
む
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
行
政
立

法
で
あ
る
デ
ク
レ
ま
で
が
そ
れ
を
用
い
ら
れ
る
な
ど
、
セ
ク
ト
の
一
殺
は

般
的
に
使
用
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
セ
ク
ト
の
意
味
は
明
穣
で
は
な
く
、
事
実
、

デ
ク
レ
や
通
達
で
も
そ
の
定
義
は
掲
げ
て
い
な
い
。
も
っ
と
も
、

見

揺
の
反
セ
ク
ト
岳
体
お
よ
び
専
門
家
の
な
か
に
は
宗
教
と
区
間
し
て
七
ク
ト
を
定
義
す
る
試
み
は
践
ん
で
あ
る
。
例
え
ば
、
前
述
の
ロ

Z
〉
ロ
ヨ
は
、
「
教
義
の
教
え
込
み
、
患
想
統
制
、
心
理
的
レ
イ
プ
、
倒
人
、
家
族
さ
ら

の
破
壊
を
も
た
ら
す
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
、
そ
の
内
部
で
用
い
ら
れ
る
集
団
」
と
い
う
衡
験
的
な
定
義
安
説
く
。
だ
が
、
こ
れ
も
含
め
異
論
の
な
い
セ
ク
ト
の
定
義

は
今
日
ま
で
見
当
た
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
学
説
で
も
後
述
の
よ
う
に
セ
ク
ト
の
定
義
は
き
わ
め
て
困
難
と
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
後
述
の
ギ
ユ
イ
ヤ
ー
ル
報
告
義
が
、

フ
ラ
ン
ス
の
政
教
分
離
で
あ
る
ラ
イ
シ
テ
(
日
広
三
芯
〉
を
理
由
と
し
て
セ
ク
ト
の

法
的
定
義
は
で
き
な
い
と
し
、
ま
た
そ
の
実
際
上
の
定
義
も
密
難
と
し
な
が
ら
、
セ
ク
ト
で
あ
る
か
ど
う
か
の
指
標
と
し
て

173-

。
の
危

O

険
そ
提
示
し
た
こ
と
が
、
投
目
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一 

の
指
様
と
は
、
①
精
神
の

会
法
外
な
金
銭
安
求
、
金
生
ま
れ
育
つ

た
環
境
と
の
断
絶
へ
の
誘
導
、
骨
健
全
な
身
体
へ
の
損
議
、 

φ
子
ど
も
の
囲
い
込
み
、
争
多
か
れ
少
な
か
れ
反
社
会
的
な
言
説
、
命
公

の
秩
序
の
侵
害
、
⑤
裁
判
ざ
た
の
多
さ
、
争
通
常
の
経
済
流
通
田
路
か
ら
の
逸
脱
、
⑮
公
権
力
へ
の

の
企
て
、
で
あ
る
。
だ
が

述
の
セ
ク
ト
に
関
す
る
関
係
省
庁
機
関
に
お
け
る
検
討
課
題
の
一
つ
で
あ
り
、
ま
た
そ
う
で
あ
っ
た
。
な
お
ブ
ラ

イ
ヤ
ー
ル
報
告
書
の

。
薬
品
ゃ
に
従
・
っ
。

i

ギ
ユ

O

こ
の
一 

基
準
に
対
し
で
も
、
そ
れ
が
ほ
と
ん
ど
不
明
確
ま
た
は
不
適
切
だ
と
の
反
論
も
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
セ
ク
ト
の
定
義
が
前
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セ
ク
ト
へ
の
法
の
対
応
方
法

セ
ク
ト
特
別
立
法

セ
ク
ト
の
危
険
性
に
対
処
す
る
特
別
立
法
、
と
く
に
セ
ク
ト
念
体
を
網
羅
す
る
特
別
な
処
器
規
定
を
設
け
る
こ
と
の
是
非
が
か
つ
て

か
ら
論
議
さ
れ
る
。
反
セ
ク
ト
務
体
は
こ
の
種
の
特
別
立
法
の
制
定
を
求
め
る
運
動
を
行
い
、
ぞ
れ
に
応
じ
た
一
認
の
議
員
が
実
際
に

そ
の
よ
う
な
法
律
集
合
議
会
に
提
出
し
た
。
そ
の
一
つ
は
、

ロ
ベ 

ル
・
ポ
ー
ル
・
ヴ
ィ
グ
ル 

(
閉
山

0
げ
骨
三
匂 

〈
応
。
号
。
凶
一
阿
)

wm

一
九
九
七
年
に
提
出
し
た
法
律
案
で
あ
る
。
ぞ
れ
は
政
教
分
離
法
と
刑
法
典
の
改
正
を
求
め
た
。
同
法
律
家
の
う
ち
の
璃

法
典
改
正
に
関
す
る
部
分
は
、
宗
教
活
動
、
入
信
、
団
体
へ
の
加
入
、
礼
拝
費
用
の
負
担
を
行
わ
せ
る
た
め
、
「
詐
術
を
用
い
、
あ
る

い
は
身
体
的
ま
た
は
精
神
的
暴
力
、
ま
た
は
偶
人
の
職
業
ま
た
は
財
産
に
対
す
る
脅
迫
を
煎
い

せ
一
寸
の
行
為
を
認
捺
と
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
セ
ク
ト
特
別
立
法
の
制
裁
は
、
多
く
の
場
合
に
司
法
官
の
仕
事
を
助
け
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
彼
方
で
、

i

マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
立
証
と
い
う
難
儀
な
殺
事
を
司
法
官
に
課
す
こ
と
に
な
る
と
の
見
解
も
あ
る
。

i

こ
れ
に
対
し
、
法
学
者
が
こ
う
し
た
動
き
に
批
判
的
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
前
述
の
公
的
報
告
書
も
…
反
対
の
姿
勢
を
打
ち
出
し
て
い

る
。
ヴ
ィ
ヴ
イ
ア

ク
ト
特 

立
法
を
必
要
だ
と
は

さ
ら
に
ギ
ユ
イ
ヤ 

ル
報
告
書
は

マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
|

ル
に
対
処
す
る
に
は
一
般
法
と
く
に
刑
法
典
の
現
行
裁
定
で
十
分
で
あ
る
と
し
、
セ
ク
ト
特
別
立
法
が
ア
七
八
九
年
の
人
権
宣
言
等
に

規
定
さ
れ
た
由
民
心
の
闘
出
と
宗
教
の
寄
宿
安
侵
答
す
る
お
そ
れ
が
高
い
と
断
じ
る
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
ブ
ラ 

ル
報
告
書
の
こ
の
お
…
に

関
す
る
姿
勢
は
微
妙
で
あ
り
、
前
連
の
よ
う
に
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ 

ル
胤
仰
を
設
け
る
こ
と i

l

の
検
討
を
始
め
る
こ
と
を
求
め

る
。
だ
が
、
関
係
委
箆
の
聞
で
新
し
い
処
翻
競
走
創
設
へ
の
賛
成
論
と
反
対
論
が
対
立
し
た
た
め
、
そ
の
よ
う
な
提
案
に
落
ち
藩
い
た

ょ
う
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
ブ
ラ

1
ル
報
告
書
も
々
ク
ト
特
別
立
法
に
賛
成
す
る
わ
け
で
は
な
い
。 

i
h
Z
H
H
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以
上
の
よ
う
な
セ
ク
ト
現
象
を
め
ぐ
る
議
会
と
行
政
に
お
け
る
活
発
な
動
き
を
前
に
し
て
、
法
学
者
の
艶
で
も
議
論
が
盛
ん
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
セ
ク
ト
の
定
義
に
関
す
る
議
論
、
お
よ
び
そ
れ
よ
り
広
げ
て
セ
ク
ト
へ
の
法
の
対
応
方
法
に
関
す
る
議
論
を
見
て
お
き
た

oま
ず
セ
ク
ト
の
法
的
定
義
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
ギ
ユ
イ
ヤ 

報
告
書
が
ラ
イ
シ
テ
を
根
拠
に
セ
ク
ト
の
定
義
不
能
と
し
た
こ
と

i
t
H

に
は
批
判
が
あ
る
。
例
え
ば
、
設
判
官
で
宗
教
法
に
詳
し
い
ジ
ャ
ン
・
マ
リ
j
・
ヴ
ォ 

リ
ン
グ
む 

ロ 

i

S
a

玄 
吋
ぽ
認
。
母
可
ロ
ロ
ぬ
)
は
、

mw

憲
法
の
ラ
イ
シ
テ
の
原
則
別
お
よ
び
政
教
分
離
法
の
宗
教
公
器
禁
止
の
原
到
の
下
で
は
、
間
家
が
宗
教
信
仰
仰
に
内
在
す
る

す
る
評
価
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
も
、
悶
家
が
宗
教
の
存
在
を
根
本
的
に
無
視
す
る
必
要
は
な
く
、
実
際
多
く
の
法
規
定
が

宗
教
を
特
加
に
規
律
し
て
い
る
と
説
く
。
確
か
に
そ
の
と
お
り
で
あ
り
、
し
か
も
、

フ
ラ
ン
ス
の
法
文
に
あ
る

信
教 関

i
i

ま
た
は
礼
拝
と
訳
さ
れ
る 

に
は
あ
る
程
度

致
し
た
定
義
が
あ
り
、
ま
た
、

〈口巳
 

z
v
i
i

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
も

提
と
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
判
例
が
あ
る
。
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
が
、
「
無
神
論
審
問
盟
」
と
い
う
聞
体
に
後
述
の
宗
教
社
聞
広
明
明
言
a

の
定
義
を
前

第

Z
E

ぽ
位
。
阿
川
口
三 

叩
)
た
る
地
位
を
認
め
な
か
っ
た
、

一
九
八
八
年
六
持

説
の
対
応
は
異
な
る
。
私
の
晃
る
限
り
、
学
説
に
は
大
き
く
次
の

に
、
教
義
も
含
め
セ
ク
ト
の
実
体
に
着
目
す
る
も
の
と
セ
ク
ト
の
主
と
し
て
外
悲
上
の
作
為
に
着
目
す
る
も
の
と
が
見
ら
れ
る
。

の
典
型
桝
は
、
「
信
者
が
少
な
い
こ
と
、
教
義
と
行
為
が
奇
抜
で
あ
る
こ
と
、
新
奇
で
あ
る
こ

セ
ク
ト
の

七

B
の
判
決
が
、
そ
れ
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
見
る
と
セ
ク
ト
の
定
義
に
は
少
な
く
と
も
法
的
濠
窓
口
が
・
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
セ
ク
ト
の
定
義
を
め
ぐ
り
学

つ
の
対
中
応
方
法
が
あ
る
。

は
、
セ
ク
ト
の
定
義
、
ま
た
は
最
低
限
で
も
七
ク
ト
の
基
準
の
定
な
念
し
よ
う
と
す
る
立
場
で
あ
る
。
こ
の
な
場
に
は
、
さ
ら

で
あ
り
、
こ
れ
は
、

か
つ
て
か
ら

し
て
一
万
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
基
準
は
、
古
く
は
大
石
輿
報
告
(
大
石
「
フ
ラ
ン
ス
法
と
セ
ク
ト
」

九
九
五
)
八
一

で
紹
介
さ
れ
た
ジ
ヤ
ン
・
カ
ル
ポ
ニ
エ

の
お
『
ゲ 
0
2
E
叩
吋
)
に
よ
る
批
判
、
ま
た
ジ
ヤ
ツ
ク
・
ロ
ベ 

ヤミ 
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1 

家
教
社
団
の
制
麗 

セ
ク
ト
語
体
と
優
遇
議
室 

c
s
m
o
g

ル
(
な
奇
心 

ユ
)
に
よ
る
批
判
を
受
け
、
最
近
で
は
ギ
ユ
イ
ヤ
ー
ル
報
皆
殺
に
よ
り
斥
け
ら
れ
た
。
他
に
、

フ
ワ
ッ
プ
・
ガ

ス
ト

。
君
主
も
こ
れ
に
類
す
る
定
義
を
と
る
。
後
者
の
棋
は
ギ
ュ
イ
ヤ 

ル
報
奇
警
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
も
批
判

が
あ
る
の
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
、
セ
ク
ト
の
行
為
に
着 

し
で
も
、
セ
ク
ト
現
象
が
多
様
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
問
題
と
な

る
の
が
セ
ク
ト
の
一
行
為
の
性
格
で
は
な
く
、
そ
の
方
法
、
過
剰
性
、
厳
格
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
定
義
そ
引
き
出
す
の
は
技
術
上
関
毅

だ
と
す
る
苧
説
も
あ
る
。

第
ニ
は
セ
ク
ト
を
定
義
せ
ず
セ
ク
ト
開
題
に
対
処
す
る
立
場
で
あ
る
。
弘
が
見
る
と
こ
ろ

こ
の
立
場
に
は

つ
の
方
法
が
あ

る
と
さ
れ
る
。
第

は
、
セ
ク
ト
の
可
械
的
な
外
形
的
行
為
の
み
を
問
題
と
す
る
方
法
で
あ
り
、
社
会
に
有
惑
な
「
行
為
を
制
裁
す
る

法
の
議
域
で
開
明
確
で
あ
る
。
こ
れ
は
否
定
的
、
消
極
的
な
対
処
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
第
…

は
背
定
的
、
積
秘
的
方
法
で
あ
り
、

セ
ク
ト
の
特
性
を
考
議
し
て
場
合
に
よ
れ
ば
、
法
律
上
優
遥
措
置
を
事
受
す
る
伝
統
的
宗
教
と
問
様
の
地
位
を
氷
認
す
る
と
い
う
も
の

u
M

で
あ
る
。
ヴ
ォ 
1
リ
ン
グ
の
見
解
が
後
殺
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
骨
子
は
、
社
会
的
に
有
益
な
宗
教
的
活
動
を
行
、
ヱ
部
教
的
、

哲
学
的
集
部
に
対
し
積
極
的
に
後
鴨
池
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
方
法
を
と
れ
ば
セ
ク
ト
を
定
義
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。

後
述
の
よ
う
に
、

フ
ラ
ン
ス
で
は
宗
教
団
体
が
持
政
庁
の
審
査
を
経
た
宗
教
社
密
か
ど
う
か
で
優
遇
措
置
の
享
受
が
決
ま
る
と
い
う
剥

度
が
あ
り
、
ま
た
京
教
の
社
会
的
有
用
性
の
泳
認
か
ら
そ
の
織
の
優
遇
議
置
が
少
な
く
な
い
と
い
う
、

る
と
、
ヴ
ォ 

リ
ン

グ
の
見
解
は
き
わ
め
て
注
読
す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。

i

l

mm
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(
g
m
o
a
w

国 

尽
き
歌
口
ぽ
弘
主
を
基
礎
と
し
て
、
こ
の
制
度
を
定
め
る
。
設
教
社
盟
は
、
礼
拝
の
み
を
目
的
と
す
る
非
営
利
社
団
法

2
こ
ろ
で
あ
る
。

宗
教
社
団
は
、
政
教
分
離
法
が
定
め
る
宗
教
関
体
の
一
般
的
な
法
的
枠
組
み
で
あ
る 

政
教
分
離
法
は
、
結
社
法
の
届
出
非
営
利
社

人
で
あ
り
〈
紋
教
分
離
法
一
九
条

、
結
出
非
営
科
社
聞
に
関
寸
る
規
定
に
準
拠
し
て
一
設
立
さ
れ
る
た
め
(
政
教
分
離
法

八
条
)

そ
の
法
人
格
の
取
得
は
本
質
的
に
県
庁
へ
の
閥
出
だ
け
で
足
り
る
。
し
か
し
宗
教
社
聞
は
認
出
非
営
利
社
屈
と
は
異
な
り
、
そ
の
要
件

は
窮
開
初
で
あ
る
。
長
語
、
宗
教
枝
問
械
に
は
そ
れ
に
伴
う
い
く
つ
か
の
利
点
や
優
遇
措
聾
が
あ
る
。
宗
教
社
関
の
法
律
上
の
能
力
は
岩
出

非
営
制
約
社
団
よ
り
大
き
く
、
ま
た
宗
教
社
留
に
は
優
遇
措
援
が
あ
る
。
寸
な
わ
ち
宗
教
社
聞
は
公
益
社
団
と
関
様
に
行
政
庁
の
認
可
を

得
て
遺
贈
等
の
無
積
贈
与
を
受
け
る
こ
と
が
で
念
〈
問
問
題
項
後
段
て
ま
た
寄
付
金
控
除
等
の
税
総
上
の
優
遇
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
(
租
税
一
般
法
腕
ハ
一
一 

0
0条、

八
条
ゲ
岡
田
)
。
さ
ら
に
宗
教
社
屈
の
宗
教
教
師
に
は
一
般
よ
り
有
利
な
社
会
保
障
制
制
度
も
あ
る
。

セ
ク
ト
団
体
の
優
遇
措
欝
か
ら
の
排
徐

宗
教
社
団
は
今
日
ま
ぞ
伝
統
宗
教
の
教
諮
の
み
で
あ
り
、
セ
ク
ト
態
体
は
優
議
接
畿
の
な
い
届
出
非
常
利
刊
社
臨
の
形
態
を
採
る
。
だ

が
、
セ
ク
ト
図
体
も
宗
教
枝
問
の
有
利
さ
を
{
享
受
す
る
た
め
、
ま
た
そ
の
宗
教
で
あ
る
こ
と
の
承
認
を
求
め
て
、
宗
教
社
団
と
な
ろ
う

と
し
て
き
た
。
今
日
、
セ
ク
ト
岡
山
体
が
行
政
庁
か
ら
宗
教
社
態
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
、

ク
ト
の
宗
教
と
し
て
の
承

1
1
H

と
呼
ば
れ
、
ギ
ユ
イ
ヤ 

報
告
舎
も
こ
れ
に
類
す
る
表
現
を
潟
い
る
。
セ
ク
ト
酷
体
に
こ
の
よ
う
な
一
本
認
を
掠
否
し
、
宗
教
社

屈
に
伴
、
つ
優
遇
措
置
を
セ
ク
ト
に
時
め
な
い
の
が
、
ム
マ
お
ま
で
の
公
的
機
関
の
姿
勢
で
あ
り
、
公
的
報
告
書
が
そ
の
堅
持
を
訴
え
る
と

械
か
に
、
い
く
つ
か
の
セ
ク
ト
は
定
款
上
宗
教
社
団
と
し
て
県
庁
に
組
山
仰
を
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
行
政
庁
は
実
際
上

そ
う
し
た
間
体
安
宗
教
社
団
と
は
承
認
せ
ず
、
そ
れ
を
前
述
の
優
遇
措
震
か
ら
排
除
す
る
。
行
政
庁
が
そ
の
た
め
に
用
い 
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3
法
は
、

セ
ク
ト
の
間
体
へ

、
関
体
の
活
動
が
公
の
秩
序
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
の
審
査
も
含
め
、
厳

格
に
審
査
令
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ

に
寄
付
殺
の
寄
付
金
控
徐
と
い
う
擾
迭
を
受
け
る
こ
と

に
な
る
の
で
、
こ
の
認
可
は
関
係
毘
体
に
大
き
い
意
味
を
も
っ
。
内
務
省
の
通
速
は
、
前
連
の
よ
う
な
セ
ク
ト
賠
体
の
厳
格
審
殺
を
度
々

指
示
し
、
ま
た
判
例
も
行
政
実
務
の
こ
う
し
た
姿
勢
を
是
認
す
る
。
セ
ク
ト
団
体
へ
の
無
償
贈
与
の
認
可
を
め
ぐ
る
事
件
に
関
す
る
コ

ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
判
務
、
制
問
え
ば
一
九
八
五
年
二
月
一
日
の
判
決
は
、
公
の
秩
序
に
反
す
る
活
動
を
行
う
セ
ク
ト
際
体
を
宗
教
社
間

と
は
認
め
な
い
。
こ
の
判
決
は
、
前
述
の
大
石
報
告
が
詳
細
に
扱
っ
た
エ
ホ
バ
の
証
人
事
件
で
あ
り
、
同
判
決
は
不
開
明
確
で
は
あ
る
が

エ
ホ
バ
の
証
人
が
兵
役
拒
杏
や
輪
臨
拒
否
を
す
る
こ
と
を
理
告
と
し
て
、
そ
の
団
体
を
宗
教
社
団
で
は
な
い
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
判

例
に
は
、
兵
役
拒
京
総
や
輸
血
拒
苔
は
公
の
秩
序
の
侵
替
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
批
判
、
ま
た
セ
ク
ト
と
見
な
さ
れ
る
団
体
を
シ
ス

テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
排
除
す
る
の
は
政
教
分
離
法
に
違
背
す
る
と
い
う
批
判
が
あ
る
。
だ
が
、
無
償
贈
与
の
認
可
に
関
す
る
コ
ン
セ
イ
ユ
・

デ
タ
の
判
例
は
今
お
ま
で
変
更
は
な
い
。

排
除
の
動
揺

セ
ク
ト
母
体
の
優
遥
措
震
か
ら
の
排
除
に
は
批
判
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
今
日
よ
く
見
る
と
行
政
庁
、
議
会
お
よ
び
裁
判
所
に
お
い

て
も
動
掃
が
あ
る
。

こ
の
お
…
に
つ
き
、
第
一
に
地
方
公
共
団
体
の
安
勢
の
不
一
致
を
指
摘
で
き
る
。
地
方
会
共
団
体
に
お
い
て
と
く
に
エ
ホ
バ
の
証
人
の

間
体
に
対
し
て
姿
勢
は
必
ず
し
も

す
る
こ
と
が
ブ
ラ 
i

致
せ
ず
、

エ
ホ
パ
の
証
人
の
地
方
団
体
を
公
の
秩
序
を
遵
守
す
る
も
の
と
判
断
す
る
知
事
も
存
在

に
き
れ
て
い
る
。

第
一
一
に
、
近
時
、
と
く
に
エ
ホ
バ
の
翫
人
の
鑓
体
が
要
求
す
る
、

の
連
合
体
)
の
所
有
す
る
礼
拝
用
建
物
に 

-178 



フランス j去とセクト(小糸〉

第
つ
い
て
の
宅
地
税
公
言
語
沙
ま
お 

詰
吋
-
母
印
刷
尚
喜
江
台
含 

免
除
〈
租
税
一
般
法
興
一
一
一
一
八

条
四
項
)
に
つ
い
て
は
、

さ
ら
に
様
相
が
異
な
る
。
宅
地
税
は
、
宅
地
を
課
税
客
体
、
建
物
所
有
者
を
納
税
義
務
者
と
す
る
地
方
税
で
あ
る
が
、
税
法
規
定
か
ら

見
て
そ
の
免
除
に
は
宗
教
社
患
が
無
償
贈
与
を
受
け
る
た
め
の
認
可
を
要
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
受
鱈
認
可
の
審
査
を
受
け

Z

な
い
エ
ホ
バ
の
証
人
の
団
体
が
宅
地
税
免
除
を
要
求
し
て
、
ぞ
れ
を
課
税
し
た
税
務
行
政
庁
と
争
う
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
の
こ

の
種
の
事
件
に
関
す
る
一
九
九
七
年

。
月
二
四
日
の
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
訴
器
部
意
見
は
次
の
よ
う
な
判
断
を
示
し
た
。
ー
間
同
体
の

i
i
|

い
く
つ
か
の
活
動
が
公
の
秩
序
を
侵
答
す
る
で
あ
ろ
う
挙
実
は
団
体
が
宗
教
社
聞
と
し
て
の
地
位
を
享
受
し
、
し
た
が
っ
て
宅
地
税
の

免
除
を
求
め
る
こ
と
を
鎗
げ
る
い
が
、
宗
教
社
聞
が
事
前
に
受
贈
器
可
の
た
め
の
審
査
を
受
け
て
い
な
く
と
も
、
そ
の
宗
教
社
罰
は
税

免
除
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
。
詞
意
見
は
こ
の
よ
う
に
本
件
エ
ホ
バ
の
証
人
の
団
体
に
宅
地
税
免
除
の
余
地
を
認
め
、
こ
れ
に

従
い
、
下
級
審
裁
判
所
で
は
エ
ホ
バ
の
誌
人
の
団
体
を
宗
教
社
関
と
し
て
宅
地
税
免
除
を
認
め
る
判
決
が
多
数
出
た
が
、
に
も
か
か
わ

ら
ず
そ
れ
を
認
め
な
い
判
決
も
見
ら
れ
た 

こ
の
タ
イ
プ
の
判
決
は
エ
ホ
パ
の
誌
人
の
輸
血
拒
否
等
を
強
調
す
る 

そ
の
後
、

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は 

0
0
0年
六
芹

一
日
に
宅
地
税
免
除
合
符
定
す
る
判
決
を
出
し
た
。
と
こ
ろ
が
ブ
ラ
!
ル
報
校
舎
は
、
万

、
判
開
が
セ
ク
ト
語
体
に
宗
教
社
団
牲
を
本
認
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
規
定
を
改
正
す
る
方
が
よ
い
と
連
べ
て
い
た
。
今
後
が
注
包

さ
れ
る
。

5
4
m
w
t
b

Z
5
1

に
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
す
で
に

九
九
一
一
一
年
一
月
一
一
一
…
日
の
判
決
に
お
い
て
、
公
開
さ
れ
て
い
る
教
会
堂
と
関
様
に
、

エ
ホ
バ
の
読
人
の
毘
体
の
建
物
に
つ
い
て
、
法
人
に
よ
り
排
他
的
に
存
立
可
申
山 

占
有
さ
れ
法
人
の
目
的
に
適
合
す
る
よ

う
に
什
器
の
付
い
た
建
物
な
ど
に
課
税
さ
れ
る
居
並
税
(
宮
阿
部
門
宗
釦
笠
宮
立
さ
)
(
租
税

般
法
興
一
向
性 

O
七
条
)
の
免
除
を
認
め
た
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
は
宗
教
社
間
に
伴
う
優
遇
撞
置
で
は
な
く
礼
拝
煎
建
物
に
つ
い
て
の
優
遇
話
機
で
あ
ろ
う
。

第
四
に
、
セ
ク
ト
と
見
ら
れ
て
き
た
間
体
の
う
ち
で
公
の
秩
序
を
侵
害
せ
ず
真
実
に
宗
教
活
動
を
行
う
も
の
に
、
宗
教
社
関
の
地
役

i
i
i
o
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拍
〉
の
創
設
等
に
関
す
る
政
教
分
離
法
の
改
正
の
提
案
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
教
留
の
代
表
者
、
諜
教
問
題
の

を
与
え
よ
う
と
す
る
捷
案
が
見
ら
れ
る
。
ギ
ユ
イ
ヤ 

ル
報
告
書
の
中
で
織
り
込
ま
れ
た
、
辺
市
教
高
等
審
議
会
」
〈
出
岱
三

i

専
門
家
必
よ
び
関
係
当
局
の
代
表
者
か
ら
な
る
宗
教
高
等
審
議
会
を
政
令
に
当
た
る
デ
ク
レ
に
よ
り
叡
設
し
、
こ
れ
が
宗
教
社
陪
や
修

の
地
位
を
求
め
る
関
体
を
饗
変
し
、
こ
の
機
関
の
党
側
併
に
従
い
所
轄
庁
で
あ
る
内
務
省
が
各
々
の
社
語
を
認
可
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
政
教
分
離
法
を
改
正
す
べ
き
だ
と
い
う
。
こ
の
方
向
に
進
め
ば
、
セ
ク
ト
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
含
ま
れ
た
非
伝
統
的
宗

教
の
屈
体
も
優
遇
措
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
さ
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
ら
、
そ
の
提
案
は
、
前
述
の
ヴ
ォ 

リ
ン
グ
の
見
解
に
通
じ
よ
う
。

i

だ
が
、
今
の
と
こ
ろ
そ
の
た
め
の
具
体
的
動
き
は
な
く
、
ま
た
プ
ラ 

ル
報
告
舎
か
ら
は
こ
う
し
た
捷
業
は
消
え
て
い
る
。

i

セ
ク
ト
政
党
へ
の
財
政
的
優
遇

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
宗
教
出
体
に
よ
る
政
党
の
結
成
な
ど
、
宗
教
間
同
体
の
政
治
活
動
に
隠
す
る
制
限
立
法
は
今
日
ま
で
存
殺
し
な

ぃ
。
も
っ
と
も
、
厳
密
に
は
政
教
分
離
法
二
六
条
等
に
宗
教
語
体
の
政
治
活
動
に
関
す
る
続
定
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
た
い
し
た
意
味

会
有
し
な
い
。
か
え
っ
て
、
憲
法
は
「
政
党
お
よ
び
政
治
活
動
は
自
由
に
結
成
さ
れ
、
か
つ
自
由
に
活
動
を
行
う
。
政
党
お
よ
、
ぴ
政
治

自
体
は
、
富
民
主
権
と
民
主
主
義
の
燦
壊
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
(
諸
条
)
と
定
め
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
国
民
主
権
と
畏
主

主
義
の
原
理
を
尊
議
す
る
」
限
り
宗
教
政
党
も
法
的
に
は
可
能
だ
と
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
政
治
活
動
を
行
う
宗
教
弱
体
に
対
す
る
選
挙

制
度
上
お
よ
び
税
制
上
の
制
約
援
も
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
こ
う
し
た
制
限
は
実
際
上
無
意
味
で
さ
え
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
セ
ク
ト
が

政
党
結
成
も
含
め
政
治
活
動
令
行
う
こ
と
は
法
的
に
禁
止
さ
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、

フ
ラ
ン
ス
の
政
党
法
は
非
常
に
リ
ベ
ラ
ル
で
あ
る
。
政
党
は
自
由
に
結
成
で
き
(

九
八
八
年
の
政
治
活
動
資
金
活
明

化
法
七
条
〉
、
政
党
の
資
金
管
理
思
体
は
知
事
へ
の
題
け
出
だ
け
で
設
立
す
る
こ
と
の
で
き
る
の
も
か
か
わ
ら
ず
、
説
教
社
説
と
同
様

8
g
z
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O
の
税
の
優
選
(
偶
人
献
金
に
つ
い
て
の
寄
付
金
控
除
)
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
ば
か
り
か
(
一
般
税
法
典
一

。
。
条
二
月
比
三
、
緩
や

か
な
婆
併
げ
で
政
党
の
資
金
管
湾
問
体
が
国
庫
助
成
金
を
受
け
る
こ
と
が
マ
き
る
。
「
亙
近
の
悶
武
議
会
選
挙
に
お
い
て

。
の
選

挙
毘
で
候
補
者
を
立
て
た
政
党
」
は
資
金
媛
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
要
件
が
そ
れ
で
あ
る
〈
政
治
活
動
資
金
環
明
化
法
九

条〉。こ
の
た
め
、
セ
ク
ト
が
政
党
を
結
成
し
、
助
成
金
を
受
け
る
と
い
う
現
象
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
セ
ク
ト
政
党
の
財
政
的
優
遇

は
今
ま
で
二
例
あ
る
。
第
一
は
、
「
超
越
旗
、
想
い
と
い
う
セ
ク
ト
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
「
自
然
法
制
の
党
」
と
い
う
政
党
が
、

二
一
年
の
隣
民
議
会
選
挙
で

叩
氏
名
の
候
補
者
を
立
て
、
そ
の
結
果
、

一
九
九
一
一
一
年
か
ら

九
九
七
年
ま
で
毎
年
平
均
約
…

八
万
フ
ラ

i

ン
の
政
党
国
庫
助
成
金
の
交
付
を
受
け
た
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
セ
ク
ト
政
党
は
、

一
九
九
七
年
の
鱒
民
議
会
選
挙
で
も
再
び
約

九 

名
の
候
補
者
を
立
て
た
た
め
、
政
党
国
康
助
成
金
の
交
付
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
第
一

は
、
「
人
間
運
動
い
と
い
う
セ
ク
ト
が
、

同
じ
く
一
九
九
七
年
の
匡
民
議
会
選
診
で
「
人
間
主
義
党
」
と
し
て
約
九O
O
名
の
候
補
者
を
立
て
、
政
党
国
康
助
成
金
交
付
政
党
に
な
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
政
党
は
、
選
挙
詮
典
の
規
定
に
基
づ
き
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
の
選
挙
連
動
の
た
め
一
定
時
間
枠

で
問
問
営
放
滋
会
社
の
放
送
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
便
宜
も
受
け
る
〈
選
挙
法
典 

六
む
条
の
一
)
。
セ
ク
ト
政
党
は
こ

れ
を
利
用
し
て
セ
ク
ト
の
教
え
を
公
的
放
送
で
宣
諒
し
て
い
る
。

O

こ
う
し
た
状
況
は
屈
が
セ
ク
ト
の
宮
一
伝
に
資
金
提
供
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
そ
の
た
め
ブ
ラ 

ル
報
告
書
は
政
治
活
動
資
金
透
明

L

化
法
の
現
行
九
条
等
の
改
正
を
求
め
る
。
と
こ
ろ
で
、
同
条
は

九
九 

年
の
改
正
に
基
づ
く
が
、

こ
の
改
正
の
際
に
議
会
が
採

i

択
し
た
法
律
で
は
、

の
有
効
投
票
数
の
五
パ 

セ
ン
ト
以
上
の
得
票
を
得
た
政
党
に
の
み
国
康
助
成
を
限
定
す
る
規
定
が
合

ま
れ
た
。
だ
が
、

フ
ラ
ン
ス
独
自
の
違
懇
審
査
機
器
で
あ
る
懇
法
長
は
、

一
九
九 

年
二
月
一

一
自
の
決
定
に
お
い
て
、
こ
の
五
パ

セ
ン
ト
ル 

ル
が

い
思
想
と
意
見
の
表
還
を
妨
げ
る
」
も
の
と
し
て
、
こ
れ
を
違
憲
だ
と
判
断
し
て
い
た
。
こ
の
経
緯
を
踏
ま l

九

九
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え
た
た
め
か
、
セ
ク
ト
に
関
す
る
関
係
省
庁
監
視
員
報
告
書
の
ゅ
で
は
、
政
党
国
康
助
成
の
対
象
を
二
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
得
禁
容
を

得
た
政
党
に
間
定
す
る
よ
う
な
法
改
正
の
提
案 
i
i
i
わ
が
国
の
現
行
制
度
と 
閉
じ
ー
ー
が
一
不
さ
れ
て
い

m

本
報
告
か
ら
、

む
す
び
に
か
え
て

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
関
係
機
関
が
、
連
携
し
、
か
つ
長
関
反
セ
ク
ト
関
体
と
協
力
し
な
が
ら
、
セ
ク
ト
現
象
に
路

籍
な
く
紋
黙
と
し
て
対
銘
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
が
、
議
会
と
行
政
機
関
に
強
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
姿
勢
か
ら
、
議

行
政
機
関
は
、

セ
ク
ト
と
見
ら
れ
る
間
体
を
警
戒
・
監
視
す
る
と
と
も
に
、
ゼ
ク
ト
問
題
に
対
し
相
次
い
で
さ
ま
ざ
ま
な

対
策
を
講
じ
て
き
た
。
ま
た
、
公
約
機
関
は
、
伝
統
的
宗
教
の
団
体
が
享
受
す
る
優
選
措
置
を
含
め
、
あ
ら
ゆ
る
優
遇
へ
の
ア
ク
セ
ス

か
ら
そ
う
し
た
団
体
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
。

こ
の
最
後
の
点
は
、
最
近
、
判
例
に
お
い
て
動
揺
が
見
ら
れ
、
・ 
4aた
セ
ク
ト
政

党
へ
の
優
遇
も
実
際
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
公
法
学
説
に
お
い
て
は
、
セ
ク
ト
と
見
ら
れ
て
き
た
団
体
の
な
か
で
、
社
会
に
布
益
な
括

動
を
行
う
も
の
に
は
、
優
遇
措
畿
を
認
め
て
い
く
べ
き
だ
と
す
る
見
解
も
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
セ
ク
ト

に
関
す
る
法
状
淀
は
、
今
後
も
引
き
続
き
擦
問
燃
し
て
い
く
で
あ
う
っ
と
患
わ
れ
る
。

i

本
報
告
で
取
り
扱
っ
た
テ 

マ
に
関
し
て
、
本
報
告
後
、
セ
ク
ト
対
策
関
係
省
庁
本
部
の
年
次
報
告
書
が
提
出
さ
れ
る

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
が
見
ら
れ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
私
が
却
の
機
会
に
発
表
し
た
次
の
論
文
も
参
照
さ
れ
た
い
。
小
泉
「
フ

O

ラ
ン
ス
に
お
け
る
セ
ク
ト
と
公
法
」
昭
商
法
学
四 

巻

…
八
一
真
。 

(
付
記
〉
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